
応援してくださっている法人・団体の皆様
多くの法人・団体の皆様からの活動資金や食品等の物資によってこの活動は支えられています。
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寄付のご案内
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法人／団体の方
当プロジェクトヘの寄付は、下記の3つの方法より行うことができます。

継続したご寄付の場合「プロジェクトパー トナ ー ※」として特典がございます。

シンカブJいからの寄付
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※2025年5月現在

※特典としで活動報告書の送付、ロゴ使用権、WEBサイトヘのバナー掲載、社名記載などがございます。
詳細はお問い合わせください。

※Syncable（シンカブル）は、個人と非営利団体を繋ぐ、寄付のプラットフォームサー ビスです。

個人の方
個人での寄付を

希望されている方は
公式サイトを
ご覧ください。

寄付に関するお問い合わせ

Tel. 024-945-0369 [!唖酎平日（月 ～ 金曜） 9:00~17:00

Mail. happychild-p@aiikuen.or.jp 郡山ハッピーチャイルドプロジェクト事務局宛 園

心
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代表メッセ ー ジ

郡山ハッピーチャイルドプロジェクト設立から3年目を
迎えることができました。これも企業や個人の皆様からのご支援・
ご協力によるものと心より感謝申し上げます。

認定NPO法人全国こども食堂支援センタ ー・むすびえ による
「こども食堂全国箇所数調査2024結果」によると、全国のこども食
堂数は10,866箇所となり公立中学校を上回る結果となっていま
す。こどもが安心•安全 に過ごすことができる居場所の一つとし
て、こども食堂が定着し認知 度の高まりに加えてボランティア以
外の企業や各団体が運営するこども食堂も増加している背景が
あるようです。

現在、当プロジェクトが支援するこども食堂は、6市町村（郡山
市、須賀川市、本宮市、田村市、鏡石町、玉川村）の36団体となり、
2025年3月末時点でご支援いただいている企業様は70社、個人で
は 7名となりました。またメインパートナーである（株）ヨ ークベニ
マル様本社で開催した「第1回活動報告会」や店舗にて実施してい
るフードドライブ事業も当プロジェクトを認知いただく機会となり
ました。

昨年度の活動として、通年のこども食堂への寄付食材の配布に
ついてはこども食堂数の増加に加え、各こども食堂の活動の活発
化やフ ードパントリ ー の開催など、必要とする食材数に寄付が追
い付かない状況となっています。

ご支援いただいた寄付金による年2回のお米配布は、利用児童
数や開催頻度に応じて分配率を定め配布し、延べ53団体へ
6,693kgのお米を配布することができました。米価格が高騰してい
る最中でもあり大変喜んでいただきました。

地域の子育て家庭へのフードパントリ ーでは配布数の倍以上の

鼻

ご登録がありニーズの高さを感じつつ、登録している全ご家庭に配
布できない課題が残りました。配布できたご家庭からのアンケート
では大変多くの感謝メッセージをいただきましたが、同様に子育て
家庭の貧困等による大変さや厳しい現状も多く寄せられ、本事業
の維持継続の必要性を強く感じます。

新事業として展開した「宅食事業」は、市町村と連携し行政や社
会福祉協議会が支援対象とするご家庭のなかで、特に食支援が必
要なご家庭に定期的に食材を直接配布するという実効性が高い
事業となっています。ぜひ多くの市町村と連携し配布対象を広げた
いと考えています。

現状では、まだまだ支援が行き届 かない家庭や地域が多くあり
ます。私たちの活動がより地域の中に浸透し、多くのご家庭に支援
を届けることができる体制を構築したいと思います。

また、郡山ハッピー チャイルドプロジェクトがひとつのモデルと
，，，，， 

なって、他の地域においても企業と地域のこども達を結びつける
ネットワークが広がればと願います。

［地域でこともたちを支える仕組み
づくり」の実現に向け て、皆様の支援
をしっかりとこどもたちへお届けして
いきたいと思います。

郡山ハッピ ーチャイルドプロジェクト 代表 佐久間 啓
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